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岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団
第22回定期演奏会

※未就学児同伴でのこ入場はこ遠慮ください。

※今年は託児室がこざいません。こ了承ください。

※やむを得ない事情により、曲日、出演者が変更となる場合があります。
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独奏/Flute:

日時/2025年 3月 27日 0い
開場/17:20 開演/18:00

会場/岡山シンフォニーホール
入場料 一般 1,000円 /高校生以下 500円

岡山シンフォニーホール チケットセンター
TEL 086Ⅲ 234Ⅲ201 0(シンフォニービルlF)
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1998年、パリ国立高等音楽院を首席で卒業すると同時に、ニール

セン、ランパル、フランセ、ジュネーヴなどの国際コンクールで立

て続けに優勝・入賞を果たした瀬尾和紀は、ただちにソリス トとし

て世界各地より脚光を浴びることとなり、現在に至るまでフランス

と日本を拠点としながら世界各地で演奏活動を行い、多くの音楽祭

や国際コンクールの審査員としても招かれている。

1999年に東京都交響楽団と共演してデビュー以来、東京シテイ・

フィル、新日本フイル、日本フイル、読響、札響、大フイル、広響、

九響、シンフォニア・フインランディア、アンサンブル・レゾナンツ

(ドイツ)、 マリインスキー歌劇場管弦楽団など各地のオーケストラ

からソリストとして招かれ、バロックから現代の協奏曲に至るまで

幅広いレパートリーで共演を重ねている。
レコーデイング活動も精力的に行ってお り、2001年 にNAXOS
レーベルより同時に2枚のアルバムがワールドリリースされCDデ
ビューを果す。その後もエラート/ワーナー・ミュージックに録音
を重ね、いずれも音楽関係誌上などで絶賛を博している。2013年か

らは再びNAXOSレ ーベルに復帰し、モシェレス、ツェルニー、
ベー トーヴェン、ヴューバーなどの作品集に取 り組む他、WF.
バッハからピアソラなど、幅広いレパートリーにも着手。並行して

自らも「Les M6nestrels(レ ・メネストレル)」 と「Virtus Classics(ヴ ィルトゥス・クラシックス)」 の

2つのCDレーベルを立ち上げ、フルートのレパートリーに留まらず独自のスタンスでプロデュースを手が
けている。2022年 には無伴奏フルート作品集のアルバム「モダン・タイムズの妙巧」が第60回「レコード・

アカデミー賞2022」 (音楽之友社主催)を受賞した。
この他、後進の育成活動にも熱心に行い、2009年から毎夏開催される、秋吉台ミュージック・アカデミー

(山口県)を主宰。その他、名古屋音楽大学客員教授も務めながら、2023年からはパリ、エコール・ノル
マル音楽院でも教授として教鞭を執っている。
これまでに京都芸術祭賞(1999年 )、 北九州市民文化賞(2000年 )、 福岡県文化賞(2004年 )をそれぞれ受賞。

岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団

岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団は、弦楽合奏部、吹奏楽部を母体とし、平成15年度に発足しました。

毎日短い練習時間の中、"中途半端は零 (ゼロ)と 同じ""with a smle"を合言葉に一生懸命練習しています。

年間の主な活動内容は、 3月 に岡山シンフォニーホールで行っている岡山朝日高等学校管弦楽団定期
演奏会「春うららの音楽会」を柱に、文化祭などの校内活動のほか「岡山県高等学校文化連盟 器楽・
管弦楽部門演奏会」や病院等の各施設への訪間演奏など地域の文化活動にも積極的に取 り組んでいます。

これらの活動に対して平成18年度、岡山県から善行団体に送られる『わかば賞』をいただきました。これ

までに、全国高等学校総合文化祭へは平成15年度の福井大会を皮切 りに令和 5年度の鹿児島大会まで、計

6回 岡山県代表として出場させていただきました。また、平成16年度から20年連続で、東京で開催されて

いる全国高等学校選抜オーケス トラフェスタに出場させていただき、全国の仲間と友情の輪を広げること

ができました。本年度も12月 の第31回全国高等学校選抜オーケストラフェスタヘの出場が決まっています。

◎Koli AoЮ


